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（臨時レポート） BNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社 

当ファンドは、2014年7月25日に第40期決算を行い、分配金を120円に引き上げました。 

設定来の運用状況と分配金の推移 

設定来の基準価額の要因分析 

 昨年から今年前半にかけて高まった中国な
ど新興国に対する悲観的な見方は概ね後退
しており、今後の新興国経済は米国を中心と
した先進国の景気底入れに恩恵を受ける形
で徐々に力強さを取り戻りしていくと期待され
ます。 

 新興国株式市場は、ウクライナ情勢など地
政学リスクの高まりから一時的に値動きが大
きくなることも予想されますが、高い経済成長
率や配当利回りなどの、先進国に対する新興
国の優位性は失われておらず、中期的には
底堅い推移が予想されます。 
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※基準価額は1万口あたりとなっています。基準価額、税引き前分配金再投資基準価額は信託報酬控除後のものです。 

（2011年3月15日～2014年7月25日） 

今後の見通し 
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緩和により相場 
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2012/12 

安倍政権
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2011/11 

主要中銀 

ドル供給策の拡大を発表 

2011/8 

FOMC金融緩和強化を提言 

（超低金利政策を2013年半
ばまで延長） 

基準 

価額 
変動額 

要因別内訳 

株式 為替 分配金 その他 

2011年 

3月15日 
10,000 

938 +3,828 +1,249 ▲2,870 ▲1,269 
2014年 

7月25日 
10,938 

（円） 

※組入ファンドの価格変動要因を基に委託会社が作成し参考情報として記載
しているものです。各項目（概算値）ごとに円未満は四捨五入しており、合
計が一致しない場合があります。その他には信託報酬等を含みます。 

上記は過去の実績であり、将来の当ファンドの運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。 

●当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてBNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社が作成したものです。●当資料
に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。●当ファンドの運用により生じた損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。●当ファンドのご購入に際しては、販売会社よりお渡しする投資信託
説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 
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縮小を決定 

2014/1 

アルゼンチン
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＜受益者の皆様へ＞ 



＜受益者の皆様へ＞ （臨時レポート） BNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社 

データ基準日：2014年7月25日 

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2011年3月 2011年9月 2012年3月 2012年9月 2013年3月 2013年9月 2014年3月

税引き前分配金再投資基準価額 新興国株式指数※

新興国好配当株式ファンドと新興国株式指数のパフォーマンス比較 

（ファンド設定日：2011年3月15日～2014年7月25日） 

組入株式の国別構成 

（2014年6月末時点） 

※MSCI Emerging Market Index（配当込み、円換算ベース）：2011年3月15日を10,000として指数化 

出所：ブルームバーグのデータを基に、BNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社が作成 
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※国別は、ブルームバーグの情報に基づき分類しておりますが、
副投資運用会社であるメロン・キャピタル社からの情報に基づ
き分類したものが一部含まれます。 

 

 昨年5月から6月にかけて米国の金融政策が引き締
めに転換するとの思惑が強まり、新興国から米国へ
の資金流出傾向が続いたため、株式を含む新興国の
資産は全般的に下落しましたが、年後半は市場が
徐々に沈静化し、新興国株式市場は回復基調となり
ました。 

 今年1月に中国景気への懸念が浮上したことや、ア
ルゼンチンが通貨切り下げを実施したことなどから新
興国に対する投資家の警戒感が強まり、新興国株式
市場は再び下落しました。2月以降も、ウクライナや中
東地域で緊迫した状況が続いたことなどもあり、新興
国市場は値動きが大きくなる局面もありましたが、米
国経済が底堅さを示したことなどから新興国経済に
対する見通しも改善し、株式市場は回復基調を強め
ました。 

新興国株式市場の動向 

上記は過去の実績であり、将来の当ファンドの運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。 

●当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてBNYメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社が作成したものです。●当資料
に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。●当ファンドの運用により生じた損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。●当ファンドのご購入に際しては、販売会社よりお渡しする投資信託
説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 
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お申込みメモ 
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ファンドの費用・税金 
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データ基準日：2014年7月25日 収益分配金に関する留意事項 
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委託会社、その他関係法人 

[ 委 託 会 社 ] BNYメロン･アセット･マネジメント･ジャパン株式会社（信託財産の運用指図等）

[ 受 託 会 社 ] 株式会社りそな銀行（ファンドの保管･管理業務等）

[ 販 売 会 社 ] （ファンドの募集･販売の取扱い等）


